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【Abstract】 

 ブラックバンド病（BBD）は、シアノバクテリア Roseofilum reptotaenium が主な原

因である多種類のサンゴを死滅させる病気である。BBD における微生物群集間の相互作

用を解明するために、カリブ海と太平洋のサンゴ礁から BBD に存在するシアノバクテリ

ア Roseofilum reptotaenium の二次代謝物を EtOAc-MeOH（1:1）で抽出し、EtOAc 層

を HPLC によって分取した。分取した画分を LC/MS、NMR スペクトルによって解析し

た結果、炭素数 16 のポリケチド鎖，2-deamino-2-hydroxymethionine，D-leucine か

らなる 20 員環式大環状化合物である looekeyolide A とその自己酸化産物である

looekeyolide B が単離された。Looekeyolide A と looekeyolide B の絶対配置は

looekeyolide A の脱硫類縁体 des-thiomethyllooekeyolide A の X 線結晶構造解析およ

びキラルカラムを用いた 2-deamino-2-hydroxymethionineと D-leucineのHPLC分析

によって決定された。Roseofilum reptotaenium のメタゲノム解析により検出された非

リボソームペプチド/ポリケチド混合生合成クラスター（以下、lkl 遺伝子クラスター）は

looekeyolide A を産生することが予測された。lkl 遺伝子クラスターのドメインである

acyltransferase domain、methyltransferase domain、ketoreductase domain の機

能を解明した。一方で、サンゴ内共生性渦鞭毛藻 Symbiodinium spp.の H2O2の産生に

よって BBD を発症することが知られていたため、looekeyolide A および looekeyolide 

B の H2O2に対する還元能を評価した。その結果、looekeyolide A は H2O2に対して還元

能を示し、H2O2の還元に伴い looekeyolide A は looekeyolide B に変換された。また、

looekeyolide B は H2O2 に対して還元能を示さなかった。本研究によりシアノバクテリ

ア Roseofilum reptotaenium の二次代謝産物 looekeyolide 類の構造、生合成および

H2O2の還元能が解明された。今後、looekeyolide 類の全合成の達成により、looekeyolide

類の他の生物学的機能の解明が期待される。 

 


